
学
部
建
築
学
科
の
鷹
野
敦

准
教
授
（
環
境
建
築
研
究

室
）
は
、
木
造
建
築
や
木
質
材
料

に
つい
て
の
研
究
と
と
も
に
、
県
内

外
の
建
築
物
の
設
計
・
施
工
に
携

わ
る〝
半
士
半
農
〞の
建
築
家
だ
。

地
域
貢
献
活
動
に
も
力
を
入
れ
、

本
学
に
赴
任
し
た
２
０
１
６
年
度
か

ら
鹿
児
島
市
の
工
務
店
（
株
式
会

社
ベガハウ
ス
）
と
の
産
学
協
働
に
よ

り
、
県
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
「
こ
ど
も
の
け
ん
ち
く
がっ
こ

う
」
を
運
営
。
継
続
的
な
取
り
組

み
は
全
国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
、
こ

の
２
年
間
に
「
こ
ど
も
の
け
ん
ち
く

がっこ
う
」
は
３
つ
の
賞
を
受
賞
し

た
。
多
彩
な
活
動
の
根
底
に
あ
る

鷹
野
先
生
の
思
い
を
伺っ
た
。

鷹
野
先
生
は
大
学
時
代
、
本
学

の
建
築
科
で
学
ん
だ
の
ち
建
築
事

務
所
で
の
実
務
経
験
を
経
て
、
フィ

ン
ラ
ン
ド
の
ア
ア
ル
ト
大
学
へ
留
学
。

木
造
建
築
や
木
質
材
料
、
環
境
に

つい
て
の
学
び
を
深
め
る
傍
ら
、
海

外
で
の
見
聞
を
広
め
た
。「
ヨ
ーロッ

パ
の
国
々
で
は
、一般
の
お
じ
さ
ん
や

お
ば
さ
ん
が
建
物
に
と
て
も
詳
し

た
と
い
う
こ
と
」。多
角
的
な
視
点

か
ら
の
評
価
を
、鷹
野
先
生
は
喜

ぶ
。「
百
姓
と
は
単
に
農
業
従
事
者

を
指
す
の
で
は
な
く
、色
々
な
仕
事

が
で
き
る
人
の
こ
と
を
指
す
と
い
う

考
え
方
に
共
感
す
る
し
、私
自
身
そ

う
で
あ
り
た
い
」。鷹
野
研
究
室
で

は
、こ
ど
も
の
け
ん
ち
く
がっこ
う
を

は
じ
め
と
す
る
研
究・建
築
活
動
の

主
体
に
学
生
を
据
え
て
い
る
。企

画
、運
営
の
ほ
か
お
金
や
ス
ケ
ジュー

ル
管
理
な
ど
、社
会
と
接
点
を
持

ち
、実
践
の
場
で
学
ん
で
ほ
しい
と
い

う
鷹
野
先
生
の
教
育
方
針
に
よ
る

も
の
だ
。「
建
築
は
実
学
だ
か
ら
、学

生
も
巻
き
込
ん
で
研
究
も
実
践
も

等
し
く
行
い
た
い
。環
境
と
い
う
視

点
か
ら
木
を
考
え
る
研
究
を
やって

き
た
の
で
、お
の
ず
と
自
然
も
人
も

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
と
い
う
意
識
に
」と
語
る
。休
日
の

菜
園
づ
く
り
も
、フィン
ラ
ン
ド
時
代

か
ら
続
く
活
動
の
一
つ
。「
い
ろ
い
ろ

な
菌
や
虫
や
雑
草
や
野
菜
が
共
生

し
て
い
る
の
が
健
全
な
畑
。今
日
の

社
会
的
、環
境
的
な
問
題
は〝
複
雑

さ
の
欠
如
〞に
起
因
し
てい
る
こ
と
が

多
い
よ
う
に
感
じ
る
。シ
ン
プ
ル
に
考

え
な
が
ら
、状
態
と
し
て
は
複
雑
で

あ
り
た
い
」と
結
ん
だ
。

協
力
を

得
て
館
内
に

実
物
大
の
遊
び

場
や
読
書
ス
ペー
ス
を

制
作
し
た
こ
と
も
あ
る
。
子

ど
も
た
ちへの
指
導
は
全
て
大
学
生

が
務
め
る
と
い
う
郷
中
教
育
ス
タ
イ

ル
も
特
徴
で
、
学
生
が
主
体
と
なっ

て
毎
年
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
は
、

変
化
す
る
社
会
情
勢
を
契
機
と
捉

え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
も
新
た
に
導

入
し
た
。ユニ
ー
ク
な
取
り
組
み
は

全
国
的
に
注
目
を
集
め
、
２
０
１

８
年
度
の
第
14
回
木
の
建
築
賞
に

お
い
て
「
木
の
活
動
賞
」、
ウッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
２
０
１
９
に
お
い
て
優
秀

賞
、
さ
ら
に
２
０
２
０
年
度
日
本

建
築
学
会
教
育
賞
を
受
賞
し
た
。

「
木
の
建
築
賞
は
、建
築
家
や
研

究
者
な
ど
木
の
プ
ロ
フェッ
ショ
ナ
ル

が
選
ぶ
実
務
目
線
の
賞
、ウ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
は
消
費
者
や
市
民
に
ど

の
よ
う
に
木
を
届
け
て
い
る
か
と
い

う
視
点
で
選
ぶ
賞
。建
築
学
会
の
教

育
賞
は
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
育
活

動
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
認
め
ら
れ

験
が
あ

る
と
、
将
来
、
家
を

建
て
る
時
、
あ
る
い
は
街
づ
く
り
に

関
わ
る
立
場
に
つい
た
時
、
感
覚
が

違
って
く
る
と
思
い
ま
す
」。こ
ど
も

の
け
ん
ち
く
が
っ
こ
う
は
、
専
門

家
と
と
も
に
街
を
つ
く
る〝
サ
ポ
ー

タ
ー
〞に
な
る
人
を
育
て
る
と
い
う

遠
大
な
ね
ら
い
も
あ
る
。

月
2
回
開
講
す
る
こ
ど
も
の
け

ん
ち
く
が
っ
こ
う
で
は
、
小
学
校

３
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
、
学
年

に
応
じ
て
１
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
組
ま
れ
る
。
前
期
は
家
具
や
工

具
箱
づ
く
り
な
ど
手
を
動
か
す
こ

と
で
木
に
親
し
み
、
後
期
は
建
築

現
場
や
製
材
所
の
見
学
な
ど
を
通

じ
て
考
え
る
学
習
が
入
る
。
建
築

の
実
習
と
し
て
農
学
部
附
属
演
習

林
に
ウ
ッ
ド
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、マ

ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
（
鹿
児
島
市
）
の

く
、
街
の
景
観
へ
の
関
心
が
高
い
。

街
に
そ
ぐ
わ
な
い
建
物
が
建
て
ら
れ

そ
う
に
な
る
と
、
周
り
が
す
ぐ
止

め
に
か
か
り
ま
す
。
建
築
や
街
づ
く

りへの
民
度
が
、
日
本
と
は
全
然
違

う
と
感
じ
ま
し
た
」

　い
く
ら
良
い
技
術
者
が
い
て
も
、

良
い
街
並
み
は
で
き
な
い
。
建
築
の

専
門
家
で
は
な
い
一
般
の
人
に
も
街

並
み
や
建
築
、
環
境
を
自
分
の
こ

と
と
し
て
考
え
、
関
わっ
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
、
と
確
信
し
た
。「
大

学
で
専
門
家
の
卵
を
育
て
る
こ
と

も
大
事
だ
け
ど
、
同
時
に
、
もっ
と

早
い
段
階
で
、
当
た
り
前
に
自
分

た
ち
の
住
む
街
や
建
物
、
環
境
につ

い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
鷹

野
先
生
は
帰
国
後
す
ぐ
に
こ
ど
も

の
け
ん
ち
く
がっこ
う
を
立
ち
上
げ

た
。「
少
し
で
も
建
築
に
ふ
れ
た
経

住む人一人ひとりの街づくりに対する“民度”を高めたい。
街づくりに関心を持つ人を育てる建築家の取り組み

～こどものけんちくがっこう～

工

Scholar Interview

研究室から

鹿児島大学理工学研究科
建築学専攻 修士課程20

04年3月修了、 アアルト
大学 

School of Chemical T
echnology 木質材料学

 修士課程 2012年06月
修了

フィンランド共和国, アア
ルト大学  School of C

hemical Technology  木
質材

料学 博士課程 2015年
09月修了、2016年3月

より現職。一級建築士

■所属学会：日本建築
学会/日本木材学会/

日本森林学会

■専門分野：建築学

■研究テーマ：○建築
設計◯木質材料◯木

造建築◯環境評価

鷹野　敦（たかの・あ
つし）

Profile

街
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る

住
民
一
人
ひ
と
り
の〝
民
度
〞

ユ
ニ
ー
ク
な
現
代
版
・
郷
中
教
育

考
え
方
は
シ
ン
プ
ル
に
、

状
態
は
複
雑
に
。

理
工
学
研
究
科
　建
築
学
専
攻

N
P
O
法
人
こ
ど
も
の
け
ん
ち
く
が
っ
こ
う
理
事
長

理
工
学
研
究
科
　建
築
学
専
攻

N
P
O
法
人
こ
ど
も
の
け
ん
ち
く
が
っ
こ
う
理
事
長

鷹
野

敦
准
教
授

一般社団法人日本建築学会教育賞。
地域に根差した産学協同による子ども
向けの教育プログラムの継続的な活動
が高く評価された

こどものけんちくがっこうの下見を兼
ねて農学部が実施した自然学校に参
加（垂水市農学部附属演習林にて 
2018年）
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部
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築
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に
つい
て
の
研
究
と
と
も
に
、
県
内

外
の
建
築
物
の
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・
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に
携
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建
築
家
だ
。
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献
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動
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を
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、

本
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に
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た
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０
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６
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、
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こ
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２
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は
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の
根
底
に
あ
る
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の
思
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を
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た
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野
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、
本
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の
建
築
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で
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だ
の
ち
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築
事
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で
の
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験
を
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て
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ド
の
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や
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、
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で
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や
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建
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も
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と
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な
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点
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を
、鷹
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は
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と
は
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に
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業
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者

を
指
す
の
で
は
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く
、色
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な
仕
事

が
で
き
る
人
の
こ
と
を
指
す
と
い
う

考
え
方
に
共
感
す
る
し
、私
自
身
そ

う
で
あ
り
た
い
」。鷹
野
研
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室
で

は
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を
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と
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活
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の
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に
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る
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画
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の
ほ
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お
金
や
ス
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管
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な
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会
と
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点
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持
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と
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野
先
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の
教
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方
針
に
よ
る

も
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だ
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建
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だ
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で
研
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も
実
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等
し
く
行
い
た
い
。環
境
と
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う
視

点
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ら
木
を
考
え
る
研
究
を
やって

き
た
の
で
、お
の
ず
と
自
然
も
人
も

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
と
い
う
意
識
に
」と
語
る
。休
日
の

菜
園
づ
く
り
も
、フィン
ラ
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ド
時
代

か
ら
続
く
活
動
の
一
つ
。「
い
ろ
い
ろ

な
菌
や
虫
や
雑
草
や
野
菜
が
共
生

し
て
い
る
の
が
健
全
な
畑
。今
日
の

社
会
的
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境
的
な
問
題
は〝
複
雑

さ
の
欠
如
〞に
起
因
し
てい
る
こ
と
が

多
い
よ
う
に
感
じ
る
。シ
ン
プ
ル
に
考

え
な
が
ら
、状
態
と
し
て
は
複
雑
で

あ
り
た
い
」と
結
ん
だ
。

協
力
を

得
て
館
内
に

実
物
大
の
遊
び

場
や
読
書
ス
ペー
ス
を

制
作
し
た
こ
と
も
あ
る
。
子

ど
も
た
ちへの
指
導
は
全
て
大
学
生

が
務
め
る
と
い
う
郷
中
教
育
ス
タ
イ

ル
も
特
徴
で
、
学
生
が
主
体
と
なっ

て
毎
年
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
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度
は
、

変
化
す
る
社
会
情
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を
契
機
と
捉

え
、
オ
ン
ラ
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ン
講
座
も
新
た
に
導

入
し
た
。ユニ
ー
ク
な
取
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組
み
は

全
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的
に
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を
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め
、
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築
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に
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動
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０
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９
に
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て
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秀
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に
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日
本
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会
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を
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し
た
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は
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や
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な
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の
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目
線
の
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は
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や
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に
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よ
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に
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を
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と
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な
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活
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と
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の
位
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が
認
め
ら
れ
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が
あ

る
と
、
将
来
、
家
を

建
て
る
時
、
あ
る
い
は
街
づ
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り
に

関
わ
る
立
場
に
つい
た
時
、
感
覚
が

違
って
く
る
と
思
い
ま
す
」。こ
ど
も

の
け
ん
ち
く
が
っ
こ
う
は
、
専
門

家
と
と
も
に
街
を
つ
く
る〝
サ
ポ
ー

タ
ー
〞に
な
る
人
を
育
て
る
と
い
う

遠
大
な
ね
ら
い
も
あ
る
。

月
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回
開
講
す
る
こ
ど
も
の
け

ん
ち
く
が
っ
こ
う
で
は
、
小
学
校

３
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
、
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に
応
じ
て
１
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間
の
カ
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ュ
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ム

が
組
ま
れ
る
。
前
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は
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具
や
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具
箱
づ
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な
ど
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を
動
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す
こ

と
で
木
に
親
し
み
、
後
期
は
建
築

現
場
や
製
材
所
の
見
学
な
ど
を
通

じ
て
考
え
る
学
習
が
入
る
。
建
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の
実
習
と
し
て
農
学
部
附
属
演
習

林
に
ウ
ッ
ド
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、マ

ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
（
鹿
児
島
市
）
の

く
、
街
の
景
観
へ
の
関
心
が
高
い
。

街
に
そ
ぐ
わ
な
い
建
物
が
建
て
ら
れ

そ
う
に
な
る
と
、
周
り
が
す
ぐ
止

め
に
か
か
り
ま
す
。
建
築
や
街
づ
く

りへの
民
度
が
、
日
本
と
は
全
然
違

う
と
感
じ
ま
し
た
」

　い
く
ら
良
い
技
術
者
が
い
て
も
、

良
い
街
並
み
は
で
き
な
い
。
建
築
の

専
門
家
で
は
な
い
一
般
の
人
に
も
街

並
み
や
建
築
、
環
境
を
自
分
の
こ

と
と
し
て
考
え
、
関
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て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
、
と
確
信
し
た
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大

学
で
専
門
家
の
卵
を
育
て
る
こ
と

も
大
事
だ
け
ど
、
同
時
に
、
もっ
と

早
い
段
階
で
、
当
た
り
前
に
自
分

た
ち
の
住
む
街
や
建
物
、
環
境
につ

い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
鷹

野
先
生
は
帰
国
後
す
ぐ
に
こ
ど
も

の
け
ん
ち
く
がっこ
う
を
立
ち
上
げ

た
。「
少
し
で
も
建
築
に
ふ
れ
た
経

住む人一人ひとりの街づくりに対する“民度”を高めたい。
街づくりに関心を持つ人を育てる建築家の取り組み

～こどものけんちくがっこう～

工

Scholar Interview

研究室から

鹿児島大学理工学研究科
建築学専攻 修士課程20

04年3月修了、 アアルト
大学 

School of Chemical T
echnology 木質材料学

 修士課程 2012年06月
修了

フィンランド共和国, アア
ルト大学  School of C

hemical Technology  木
質材

料学 博士課程 2015年
09月修了、2016年3月

より現職。一級建築士

■所属学会：日本建築
学会/日本木材学会/

日本森林学会

■専門分野：建築学

■研究テーマ：○建築
設計◯木質材料◯木

造建築◯環境評価

鷹野　敦（たかの・あ
つし）

Profile

街
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る

住
民
一
人
ひ
と
り
の〝
民
度
〞

ユ
ニ
ー
ク
な
現
代
版
・
郷
中
教
育

考
え
方
は
シ
ン
プ
ル
に
、

状
態
は
複
雑
に
。

理
工
学
研
究
科
　建
築
学
専
攻

N
P
O
法
人
こ
ど
も
の
け
ん
ち
く
が
っ
こ
う
理
事
長

理
工
学
研
究
科
　建
築
学
専
攻

N
P
O
法
人
こ
ど
も
の
け
ん
ち
く
が
っ
こ
う
理
事
長

鷹
野

敦
准
教
授

一般社団法人日本建築学会教育賞。
地域に根差した産学協同による子ども
向けの教育プログラムの継続的な活動
が高く評価された

こどものけんちくがっこうの下見を兼
ねて農学部が実施した自然学校に参
加（垂水市農学部附属演習林にて 
2018年）
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